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第
３
次
行
革
の

第
３
次
行
革
の

実
施
状
況
を
公
表

実
施
状
況
を
公
表

　

２
月　

日
�
午
前　

時
か
ら
パ

１５

１０

ネ
ル
展
示
、
午
後
１
時
か
ら
正
秋

バ
ン
ド
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
・
成
田
真

由
美
氏
に
よ
る
講
演
「
可
能
性
を

諦
め
な
い
」
／
富
士
電
機
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
（
豊
田
駅
北
口
徒
歩

５
分
）
／
共
催
・
特
定
非
営
利
活

動
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
、
東

京
都
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
本
部

問合せ先会　場日　　時名　　称

同センター
�５９９－５４５４

子ども家庭支援
センター

毎週月曜～土曜日
※祝日を除く
９：００～１７：００

子どもの虐待
相談

教育相談室
�５９２－１１６０
子どもこころの
電話相談
�５９２－２７８２

教育センター内
教育相談室

毎週月曜～金曜日
※祝日を除く
１０：００～１７：００

教育相談

健康課
�５８１－４１１１

生活・保健
センター

随時（電話予約）

健康相談

食生活相談
（生活習慣病・高齢者の食事等）

消費生活相談室
�５８１－３５５６

毎週月曜～金曜日
※祝日を除く
９：３０～１２：００
１３：００～１６：００

消費生活相談

高齢福祉課
�０１２０－１２３－１２７

毎日２４時間
高齢者電話健康
相談

予約及び
電話相談は
男女平等課
�５８７－８１７７へ

男女平等推進セ
ンター（多摩平
の森ふれあい館
内）

毎週火曜・水曜日
（第５週及び祝日を除く）
火曜日：１８：００～２１：００
水曜日：９：４５～１６：００

女性相談
（電話・面接）
※保育あり（事前予約を）

日野市社会福祉
協議会
�５８４－１２９４

中央福祉
センター

第２・第４金曜日
１３：００～１６：００日社協法律相談

随時
高齢者・障害者
の住宅改修相談

問合せ先会　場日　　時名　　称

市民相談担当
市役所代表番号
�５８５－１１１１

※予約等の受け
付けは電話で午
前８時３０分から
（先着順）

※１２日�の人権
身の上相談の予
約は１０日�から
受け付け

※３月２日�・
３日�の法律相
談の予約は２月
２３日�から受け
付け

市役所１階
市民相談室

※市政に対する
一般相談は毎週
月曜～金曜日
（祝日を除く）
の午前８時３０分
～午後５時１５分
に受け付け

２日�・２３日�
１３：３０～１６：００
３日�・１０日�・
１７日�・２４日�
９：３０～１６：００

法律相談
（多重債務含む）
※月曜日から次週分の予
約の受け付け

２１日�
９：００～１２：００

土曜法律相談
※９日�から受け付け

６日�
１３：３０～１６：００行政相談

１２日�
９：３０～１６：００
２６日�
１３：３０～１６：００

人権身の上相談
※相談日前日から予約を

１３日�
１３：３０～１６：００

交通事故相談
※相談日前日から予約を

５日�
１３：３０～１６：００

登記相談
※相談日前日から予約を

２月の税務相談は
ありません税務相談

１８日�
１３：３０～１６：００

不動産相談
※相談日前日から予約を

６日�
１０：００～１６：００

相続・遺言等暮ら
しの書類作成相談
※相談日前日から予約を

2月の市民相談
問合せ先会　場日　　時名　　称

市民相談担当
南平駅西交流
センター

１９日�９：３０～１１：３０市長相談
※２日�～６日�に予約を

子育て課
市役所２階
子育て課

随時ひとり親家庭相談

同センター
�５８９－１２６２

地域子ども家
庭支援センタ
ー多摩平

毎週月曜～土曜日
※祝日を除く
９：３０～１６：３０

子育て相談

同センター
�５８６－１１７１

地域子ども家庭支
援センター万願寺

火曜日、祝日を除く毎日
９：３０～１６：３０

同保育園
�５８６－１１７２

おおくぼ
保育園毎週月曜～金曜日

※祝日を除く
１０：００～１６：００ 同児童館

�５８６－１１８４
あさひがおか
児童館

健康課
�５８１－４１１１

みさわ
児童館

１７日�
９：４５～１１：００

乳幼児相談

ひらやま
児童館

２０日�
９：４５～１１：００

たまだいら
児童館

２４日�
９：４５～１１：００

生活・保健
センター

２７日�
９：４５～１１：００

　

■
日
野
市
の
行
財
政
改
革

　

国
・
地
方
を
通
じ
た
危
機
的
な

財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
高
齢
社

会
の
進
展
に
よ
り
、
高
齢
者
医
療

費
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

経
費
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
や
教
育
な
ど
で
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
度
か
つ
多

様
化
し
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
財
源
の
確
保

と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し

て
、「
第
３
次
日
野
市
行
財
政
改

革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
が

第
３
次
行
革
の

第
３
次
行
革
の

実
施
状
況
を
公
表

実
施
状
況
を
公
表

　
「
第
３
次
日
野
市
行
財
政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
実

施
計
画
」（
実
施
期
間
・
平
成　

〜　

年
度
）
の
平
成　

年

１７

２２

１９

度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

行
政
管
理
チ
ー
ム

市
民
参
画
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
次
行
革
で
は
、
費
用
対
効
果

に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
民

間
活
力
の
活
用
な
ど
で
、「
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
」
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
革
の
取
り
組
み
を
具
体

的
に
示
し
た
も
の
が
、
実
施
計
画

で
す
。
実
施
計
画
で
は
、　

の
改

６０５

革
項
目
を
挙
げ
、
各
年
度
の
計
画

内
容
や
人
員
削
減
見
込
数
、
効
果

見
込
額
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
実
施

計
画
の
進
行
管
理
は
、
市
民
参
画

に
よ
る
行
財
政
改
革
推
進
懇
談
会

に
お
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
病

院
経
営
の
健
全
化
や
職
員
定
数
管

理
の
適
正
化
な
ど
に
関
す
る
報
告

書
を
う
け
ま
し
た
。

■
行
革
の
実
施
概
要
（
表
１
）

　

市
民
が
納
得
出
来
る
給
与
水
準

と
す
る
た
め
、
人
事
給
与
な
ど
の

適
正
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民

間
活
力
の
活
用
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
七
生

支
所
の
駅
ビ
ル
移
転
な
ど
を

行
い
、
窓
口
業
務
の
改
善
を

図
り
ま
し
た
（
表
２
）。

■
行
革
を
強
力
に
推
進

　

本
紙
１
面
の
と
お
り
、
当

市
の
財
政
状
況
は
急
速
に
悪

化
し
て
お
り
、
行
革
の
着
実

な
実
行
が
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
行
革
の
詳
し

い
実
施
内
容
は
、
市
内
各
図

書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
（
�tokku@

cit
y.hino.lg.jp

）。
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※
豊
田
駅
北
口
（
豊
田
駅
連
絡
所

隣
り
）
に
新
た
に
障
害
福
祉
団
体

が
運
営
す
る
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
／
障
害
福
祉
課
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臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時
休休休休休休休休休休休休休休休休
業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせ

七
生
支
所
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

2月9日（月）

平平平平平平平平平平平平平平平平 成成成成成成成成成成成成成成成成平　成
１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９１９年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度年度

○実施状況（全６０５項目）
　�実施済みの項目 103項目（１７％）
　�着手・取り組み中の項目 490項目（８１％）
　�未着手の項目 12項目（２％）
○効果額（総額）　 　　　24億445万円
　※効果額（総額）のうち正規職員の削減
による節減額は、全て純減額でカウン
トしています。

▲成田真由美氏

◎正規職員４０人を削減し３億５，５００万円の経費を節減

◎職員給与の適正化等で６，４００万円の経費を節減

◎指定管理者への移行を促進し２，９００万円の経費を節減

◎外郭団体の運営費の見直し等により負担金・補助金等を２，６００万円節減

◎各種の取り組みにより１７億９，０００万円の増収等を達成

◎七生支所の駅ビル移転等により市民窓口業務を充実

●平成１９年度の実施状況（概要）　【表１】

●平成１９年度の主な取り組み項目　　　　　【表２】

○係長職手当の段階的廃止を推進（平成２０年４月に全
廃）

　⇒　節減額　 　4，849万円
○特殊勤務手当の見直し（平成１９年度をもって完了）

　⇒　節減額　　　401万円
○職員互助会交付金をさらに削減

　⇒　節減額　　　400万円
○市民税繁忙期の庁内応援体制の推進

　⇒　節減額　　　714万円

○児童館２館に１１の市民農園を加えた１３の公共施設に
ついて指定管理者制度を導入、あわせて乗鞍高原日
野山荘の指定管理を利用料金制に移行

　⇒　節減額　　2，913万円

○児童館２館（たまだいら・みなみだいら児童館）を
指定管理者に移行
　⇒　正規職員２人削減。　節減額　　１，７７６万円

○クリーンセンター焼却業務を民間委託化
　⇒　正規職員２０人削減。　節減額１億７，７６０万円

○図書館の正規職員を嘱託職員化
　⇒　正規職員２人削減。　節減額　　１，７７６万円

○水道事業の都移管を促進
　⇒　正規職員１６人削減。　節減額１億４，２０８万円

○区画整理事業における公共施設管理者負担金の早期確保
⇒　確保額　13億9，783万円

○市税、国保税、介護保険料、下水道使用料等の徴収アップ
⇒　増収額　 　　8，542万円

○広報等への有料広告の掲載　　　　　  ⇒　増収額　 　 　　706万円
○市有財産の貸付・売却等の推進　　　　⇒　増収額　 　　　3億7万円

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
の
講
演
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
の
講
演
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

○高幡不動駅周辺整備事業にともない、七生支所を駅ビルに移転。資産税
関係証明書の交付も開始
○「自宅から１�圏内で交付が受けられる」を合言葉に、市内９つの郵便
局で住民票等の証明書の交付を開始
○自動交付機の機能を拡充、戸籍や市・都民税関係の証明書の交付を開始

○交通災害共済負担金等の見直し　　　　　 ⇒　節減額　 　1，286万円
○社会福祉協議会の人事給与制度等の見直しによる補助金の削減

　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　節減額　 　1，110万円
○シルバー人材センターの人事給与制度の見直しによる補助金の削減　　

　　　　　　　　　⇒　節減額　 　　186万円


